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会社概要

事業所名
株式会社 草深製作所

代表取締役社長　丸山　一

創　　立
□１９７３年　　８月

資 本 金
□1,100万円

従業員数
□ 70名 （2021年8月現在）

所在地
□長野県北安曇郡松川村５７２１－４０５

事業活動
□電気機械器具製造

主要生産品目
□個別半導体デバイス製品（パワートランジスタ）の組立

環境活動担当者連絡先

□環境管理責任者：　　草深　国芳
□事務局　　　　　　：　　荻久保　伸明
□連絡先　　　　　　：Tel　0261-62-4150　　Fax　0261-62-7315

事業規模

活動規模 単位 2019年 2020年 2021年
売  上  高 百万円 198 187 243
従  業  員 人 54 48 70
床  面  積 ㎡ 1,637 1,637 1,637
※当社年度は、9月1日～翌年8月31日となっております。
(第33期 2021年より期首4月期末3月)

対象範囲
□本社（全組織・全活動）



① 環 境 経 営 方 針
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　　　　　　（株）草深製作所

②　環　境　経　営　目　標　(2022年度～2026年度）

作成日：2020年 9月1日 改訂日：

責任部門 基準値

責任者 （基準年度） 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

基準値策定期間 前年度比1％削減 前年度比1％削減 前年度比1％削減 前年度比1％削減

　使用電力量 453,516 基準値同水準

の削減 矢嶋 kg-CO2/年 453,516 448,981 444,491 440,046 435,646

(21/9～22/8月）

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

基準値策定期間 前年度比1％削減 前年度比1％削減 前年度比1％削減 前年度比1％削減

　燃料使用量 13,432 基準値同水準

の削減 荻久保 kg-CO2/年 13,432 13,298 13,165 13,033 12,903

(21/9～22/8月）

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

基準値策定期間 前年度比1％削減 前年度比1％削減 前年度比1％削減 前年度比1％削減

廃棄物 　廃棄物 1,788 基準値同水準

の削減 の削減と３Ｒの推進 鈴木 Kg/年 1,788 1,770 1,752 1,735 1,718

(21/9～22/8月）

kg/年 kg/年 kg/年 kg/年 kg/年

基準値策定期間 前年度比1％削減 前年度比1％削減 前年度比1％削減 前年度比1％削減

水使用量 　節水 640 基準値同水準

の削減 松澤 ｍ3/年 640 634 627 621 615

(21/9～22/8月）

㎥/年 ㎥/年 ㎥/年 ㎥/年 ㎥/年

- - - - -

製造ロス(ムダ) 良品率・稼働率 丸山

の削減 の向上 鶴川 - 自責不良の削減 自責不良の削減 自責不良の削減 自責不良の削減 自責不良の削減

（製品の環境改善） 稼働率の向上 稼働率の向上 稼働率の向上 稼働率の向上 稼働率の向上

※当社年度は、2021年より4月～翌年3月になりました。2020年までは9月～翌年8月末となっています。

※購入電力の排出係数については、2016年9月度より（株）サイサン　２０１５年度排出係数

　   0.49Ｋｇ-ＣＯ₂/ｋＷｈを使用する。（2017.12.21 環境省・経済産業省公表係数）

環境経営方針 環境経営目標項目
年度毎目標

　　ＣＯ２

　　　　　の削減

承認 作成

丸
山

荻
久
保
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環　境　経　営　目　標　(2022年度～2026年度）

責任部門 基準値
責任者 （基準年度） 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

化学物質使用時 ・適正管理 鶴川 - ・PRTR対象物質に ・PRTR対象物質に ・PRTR対象物質に ・PRTR対象物質に ・PRTR対象物質に

　　　の適正管理 （使用量・在庫量の把握、 　ついては要届出 　ついては要届出 　ついては要届出 　ついては要届出 　ついては要届出
　届出の確実な実行） ・月次管理 ・月次管理 ・月次管理 ・月次管理 ・月次管理

売上高に占める 購入電力の選択 丸山 売上高の6％以下 売上高の6％以下 売上高の6％以下 売上高の6％以下 売上高の6％以下 売上高の6％以下
　電気料金の割合

グリーン購入 グリーン購入の推進 松澤 5 件 5 件 5件 5件 5件 5件

　　　　　　の推進

顧客サービス 市場クレーム0件 鶴川 0件 0件 0件 0件 0件 0件

　　　　　　の徹底

※当社年度は、9月～翌年8月末となっております。

環境経営方針 環境経営目標項目
年度毎目標



〔代　表〕 環境責任者 事務局

③　2022年度　株式会社草深製作所　環境経営年間計画・活動実績 2021年９月度～2022年8月度 承　認 承　認 作　成

2021年 2022年

計画＆

実績

ＣＯ２の削減　(1) ・未使用設備の電源OFF
電気使用量の削減 ・空調温度管理の徹底、 計画 37,415 37,415 37,415 37,415 37,415 37,415 37,415 37,415 37,415 37,415 37,415 37,415
前年度比1%削減 　定期的なフィルター清掃(1回/3か月) 矢嶋 (kg-CO₂)
基準値　453,517kg-CO₂/年 ・休憩時間帯及び未使用空間の消灯
基準値　37,793-CO₂/月 ・デマンドコントローラーとの 実　績 44,786 40,961 36,438 38,203 40,228 36,560 37,359 35,672 34,859 41,423 42,822 41,989
年度目標   448,982Kg-CO₂ 　連携設定の継続 (kg-CO₂)
月度目標　　37,415Kg-CO₂
ＣＯ２の削減　(2) ・配送ルートの効率化

・配送回数の見直し 計画 1,108 1,108 1,108 1,108 1,108 1,108 1,108 1,108 1,108 1,108 1,108 1,108
前年度比1%削減 ・アイドリングストップ 荻久保 (kg-CO₂)
基準値　13,432kg-CO₂/年 ・車両メンテナンスの実施
基準値　1,119kg-CO₂/月 ・早めのオイル交換実施 実績 1,240 1,174 1,427 771 1,052 1,202 1,060 1,225 667 978 1,206 1,013
年度目標　　　13,298kg-CO₂ (kg-CO₂)
月度目標　　　　　1108Kg-CO₂
廃棄物の削減 Reduce：減らす
３Ｒの推進 Reuse：繰り返し使う 計　画 147.5 147.5 147.5 147.5 147.5 147.5 147.5 147.5 147.5 147.5 147.5 147.5
前年度比1%削減 Recycle：再資源化する 鈴木 （kg)
基準値　排出量 1,788Kg/年 ・廃棄物の分別 鶴川
基準値　排出量 149Kg/月 ・適正処理 実　績 159 245 181 287 147 132 141 133 139 162 168 121
年度目標　  1,770Kg ・5S委員会による活動 （kg)
月度目標　　　147.5Kg ・全体5S、週末5S

水使用量の削減 ・蛇口の閉め忘れ防止 計　画 52.8 52.8 52.8 52.8 52.8 52.8 52.8 52.8 52.8 52.8 52.8 52.8
前年度比1%削減 ・トイレの不要な水流しの禁止 松澤 （㎥)
基準値　使用量　：　640㎥/年 ・水道配管漏水のチェック
基準値　使用量　：　53.3㎥/月 ・節水意識向上 実績 61 61 55 55 54 54 51 51 44 44 66 66
年度目標   　　634㎥ （㎥)
月度目標　　　　　52.8㎥

・試験（ＩＰＭライン）段取り替え ・試験（ＩＰＭライン）段取り替え ・試験（ＩＰＭライン）段取り替え ・試験（ＩＰＭライン）段取り替え

製造ロス(ムダ)の削減 ・良品率の向上、不良率低減のための 丸山 　時間の短縮調査（90分／日） 　時間の短縮治具置き場改善実施 　時間の短縮治具置き場改善評価 　時間の短縮治具置き場改善評価

製品の環境改善 　月次報告・反省会及び再発防止策協議 鶴川 ・生産日割数による作り過ぎの抑制 ・生産日割数による作り過ぎの抑制 ・生産日割数による作り過ぎの抑制 　（45分／日）

・ＱＣ検定の勉強会実施と受験 ・改善提案件数　７件 ・改善提案件数　１４件 ・改善提案件数　４件 ・生産日割数による作り過ぎの抑制

・朝礼による周知徹底 ・ＱＣ検定受験　３名 ・５Ｓと職務上との兼合いの勉強 ・ＱＣ検定受験　１名 ・改善提案件数　１１件

　及びOJTによる教育訓練 ・５Ｓ活動と無駄取りの勉強

化学物質使用量の削減 ・PRTR対象物質に 西沢 ・公害防止管理者資格取得 ・公害防止管理者資格取得 ・ＰＲＴＲ届出
　ついては要届出 鶴川

・適正管理 ・月次管理
（使用量・在庫量の把握）

グリーン購入の推進 ・事務備品から対応
グリーン購入品　 5　件 ・グリーン商品の購入推進 松澤

顧客サービス
市場クレーム  0  件 不良率の低減 鶴川

３ケ月／回活動状況の確認 環境管理責任者の確認

する月次不良率の管理 する月次不良率の管理 する月次不良率の管理 する月次不良率の管理

・暑さが続いたので電気使用量が減ら
ない。熱中症も起きるのでメリハリある
室温管理をしてください。・仕事量の増
加と機種構成も電気使用量増の原因
です。売り上げ比率管理をしてくださ
い。

・良品率の向上も大切なCO２削減の
アイテムなので地味な仕事ですが続
けてください。その結果を現場におろ
して、社員全員で良品率の向上に取り
組んでください。

・電気使用量の削減のため、LED
化の促進を考える。部屋ごとの
LED化率を調査したところ50％に
満たないので計画的にLED照明
に替える。蛍光管処理費用・交換
時間・安全対策にもなる。

・社会情勢の変化のため、電気料
金が過去最高に上がっている。売
上比率では管理できない。電気購
入会社の変更を検討する。原発
稼働等の国の方針転換には賛成
できない。

購入対象商品の調査 　　　・ボールペン 　　　・蛍光ペン 　　　・ポストイットふせん

上記の良品率改善活動と並行 上記の良品率改善活動と並行 上記の良品率改善活動と並行 上記の良品率改善活動と並行

月次管理完了 月次管理完了 月次管理完了 月次管理完了

グリーン購入法適合商品購入 グリーン購入法適合商品購入 グリーン購入法適合商品購入 グリーン購入法適合商品購入

・マニフェスト交付状況届
化学物質使用量の調査 化学物質使用量の調査 化学物質使用量の調査 化学物質使用量の調査

7月 8月

燃料使用量の削減

1月 2月 3月 4月 5月12月 6月環境経営目標 具体的施策 実施責任者 9月 10月 11月

草
深

草
深

丸
山

荻
久
保

草
深

草
深

草
深



④　環境関連法規への違反、訴訟等の有無 承　認 作　成

適用される環境関連法規制

環境関連法規制類
・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法） ○
・労働安全衛生法 ○
有機則 ○
鉛則 ○
・化学物質排出把握管理促進法（ＰＲＴＲ制度） ○
・水質汚濁防止法 ○
・特定工場の公害防止組織の整備に関する法律 〇 選任者有り

〇 有資格者有り
・騒音規制法 ○
・振動規制法 ○
・消防法 ○
・下水道法 ○
・ＰＣＢ廃棄物特別措置法（対象物の処分完了） ○
・フロン排出抑制法 ○
・特別管理産業廃棄物責任者の設置 ○

・第一種指定化学物質（PRTR）の届出済み。

行政・地域住民からの苦情及び訴訟等

・有りません。

2022/11/18

        当社の事業活動に伴い適用される環境関連法規等は、以下の通りです。

遵守評価

丸
山

荻
久
保



           承認　　　　作成

⑤　株式会社草深製作所　エコアクション２１組織図

製造第一課長 　　　　　　製造係長 　　　　　製造第二課長 総務課
　矢嶋　紀勝 　　　　　　　西沢　政企 　　　　　鈴木　健一 松澤　恵里
「節電推進係」 　　　　　「燃料節約推進係」 　　　「ごみ分別推進係」 「グリーン購入・節水推進係」

・職務と役割

・環境経営に関する統括責任を持つ。
・環境経営システムの実施及び管理に必要な、経営資源（人材、資金、機器設備
　、技術技能等）を用意する。
・環境管理責任者を任命する。
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知する。
・環境経営目標の設定を承認する。
・環境経営システムにおける全体の評価と見直しを行う。
・環境経営システムの構築、実施､管理を行う。
・法規制等の要求事項登録簿の承認。
・環境経営活動実施計画書の承認。
・環境経営活動の取り組み結果を代表者へ報告する。
・エコアクション２１推進活動の事務局。
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。
・「環境関連法規等チェックリスト」の作成。
・環境経営目標・環境経営活動実施計画書原案の作成。
・環境経営活動実施計画の実績集計。
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。
・自部門における環境経営システムの実施。
・自部門における環境方針の周知。
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施。
・自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告。
・特定された項目の手順書作成及び運用と管理。
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、訓練、記録。
・自部門の問題点の発見、是正、予防措置の実施。
・指定された役割の推進と管理。
・環境経営方針を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚する。
・製造段階における組立ロスの削減及び良品率の向上の為の活動に参加する。
・決められたことを守り、自主的かつ積極的に環境経営活動へ参加する。

ＥＡ２１事務局

課長・係長・班長

　　　　　２０１8年9月1日作成

最高責任者　代表取締役社長
丸山　一

環境管理責任者：取締役会長
草深　国芳

EA２１事務局
荻久保　伸明

「廃棄物・化学物質使用量
の削減推進係」

全従業員

職務 役割

最高責任者

環境管理責任者

丸
山

荻
久
保



（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　環境活動の取り組み結果とその評価・次年度の取組内容 承　認 承　認 作　成
2021年9月1日～2022年8月31日

実施目標　：　CO2排出量の削減 (電力) Co2排出係数 0.49

基準値 目標値
・未使用設備の電源OFF
・空調温度管理の徹底、定期的なフィルター清掃
・休憩時間帯及び未使用空間の消灯
・デマンドコントローラーとの連携設定の継続

評価
・計画未達成。一年を通して交代勤務等により空調の稼働が多かったためと考える。特に夏季は熱中症対策で設定温度を低くしたため。
・新規生産ラインが稼働したことによる影響。(交代勤務、熱源装置が多い)
・年式の古い設備は常時電源が入っている。(故障の予防)

基準値同水準
(2020.5～2020.8期)

目    標

471,298
kg-CO2

結果

453,516

kg-CO₂

活動内容 判定

453,516

kg-CO₂

2022/11/18

未達成
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　年度毎の電気購入量の推移 承　認 承　認 作　成
2009年度～2022年度

・当社の購入エネルギーの９０％以上を占める、電気購入量の年度毎の推移を纏めた。

2022年度は過去最高使用量となった。

2022/11/18
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　売上に占める電気料金の割合 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

実施目標　：　売上高の6％以下

評価 ・売上高増加による割合減少と消費電力増加による割合上昇があった。
・一年を通して交代勤務等により空調の稼働が多かったためと考える。特に夏季は熱中症対策で設定温度を低くしたため。
・新規生産ラインが稼働したことによる影響。(交代勤務、熱源装置が多い)
・年式の古い設備は常時電源が入っている。(故障の予防)

8%売上高の6％以下 未達成

2022/11/18

目    標 判定結　果（年間平均）
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　売上に占める燃料料金の割合 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

実施目標　：　売上高の0.3％以下

評価
・売上高増加による割合減少と使用燃料増加による割合上昇があった。

2022/11/18

結　果（年間平均） 判定

売上高の0.3％以下 0.30% 達成

目    標
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　売上に占める水道料金の割合 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

実施目標　：　売上高の0.1％以下

評価
・売上高増加による割合減少と使用水道増加による割合上昇があった。

2022/11/18

結　果（年間平均） 判定

売上高の0.1％以下 0.09% 達成

目    標
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　環境活動の取り組み結果とその評価・次年度の取組内容 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

実施目標　：　CO2排出量の削減 (燃料)

基準値 目標値
・配送ルートの効率化
・配送回数の見直し
・アイドリングストップ
・車両メンテナンスの実施

評価
・目標未達成となった。社用車の使用回数が増加したと考える。
・エコドライブの推進と、不要不急の車使用をできるだけ控えている。また、早めのオイル交換やタイヤ交換等により燃費アップに努めている。

Ｋｇ-ＣＯ₂

活動内容

未達成
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目    標

基準値同水準
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　環境活動の取り組み結果とそに評価・次年度の取組内容 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

実施目標　：　CO2排出量の削減 (電気+燃料)

基準値 目標値

電気：取組1による。
燃料：取組2による。

評価
・結果は未達成であった。生産ライン増加により交代勤務の電気使用時間増が主原因と思われる。

目    標 結果 活動内容 判定

2022/11/18
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　環境活動の取り組み結果とのそ評価・次年度の取組内容 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

実施目標　：　水使用量の削減

基準値 目標値 結果
・蛇口の閉め忘れ防止
・トイレの不要な水流しの禁止
・水道配管漏水のチェック
・節水意識向上

評価
・目標未達成。人員の増加及びコロナ対策に伴い水の使用回数が増加した。(手洗い・うがい・トイレ使用等)

目    標

基準値同水準
(2020.5～2020.8期) 640㎥/年 640㎥/年 662㎥/年

2022/11/18

判定活動内容

未達成
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　環境活動の取り組み結果とその評価・次年度の取組内容 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

実施目標　：　廃棄物の削減

基準値 目標値 結果
・廃棄物の分別
・適正処理
・5S委員会による活動
・全体5S、週末5S

評価
・結果は未達成となったが、会社周辺の草取り等よる5S活動。掃除により廃棄されたものが含まれ工場内のクリーン化が向上した。
・新生産ラインの稼働、人員増加に伴うごみ廃棄物が増加した。

目    標

基準値同水準
(2020.5～2020.8期) 1788㎏ 1788㎏

判定

未達成

活動内容

2016㎏
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　環境活動の取り組み結果とのそ評価・次年度の取組内容 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

環境目標　：　化学物質使用量の削減
実施項目　：　有機溶剤使用量の調査

結果
適正管理

調査
月次管理

・過去に遡り、調査を行い、今年度の月次管理により集計した。
・生産ライン増設により使用量が増加した。
・2019.9月より一部の設備で塩化メチレンに代わる洗浄液（石油系）に変更した。

化学物質使用量の削減

第一種指定化学物質の排出量
及び移動量の届出（PRTR制度）

2021.4 届出済み対象物質：塩化メチレン（ジクロロメタン）

2022/11/18

目    的

評価

活動内容

有機溶剤使用量削減の為、使
用量を遡って調査する。 ━
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　環境活動の取り組み結果とのそ評価・次年度の取組内容 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

環境目標　：　グリーン購入の推進
実施項目　：　事務備品・事務用品から対応

目標 結果 判定

グリーン商品を購入する。 購入5件 購入5件 達成

グリーン購入の推進 ・目標達成。事務用品を5件購入した。評価

目    的
グリーン購入法適合商品
の購入・対応事務用品を
購入する

活動内容 購入品目
・ボールペン
・蛍光ペン
・ふせん

2022/11/18
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　環境活動の取り組み結果とのそ評価・次年度の取組内容 承　認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

環境目標　：　顧客サービスの徹底
実施項目　：　市場クレームをゼロ件にする

目標 結果 判定

2022/11/18

目    的 活動内容 管理項目

評価 顧客サービスの徹底 ・目標達成。今期の市場クレームは0件だった。

顧客へのサービスを徹底する クレーム0件 0件 達成 不良品・不具合品の流出
防止

不良率の低減
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（株）草深製作所
〔代　表〕

⑦　環境活動の取り組み結果とその評価・次年度の取組内容 承認 承　認 作　成
2021年9月～2022年8月

実施目標　：　製造ロス(ムダ)の削減　（製品の環境改善）

作業目標 　良品率の向上・稼働率の向上
　

項目 　良品率の向上・稼働率の向上

１）朝礼時に前日に発生した不具合品及びトラブルの見直し周知徹底を行い、当日の作業に反映させる。
２）月度品質会議の毎月開催。
３）ＱＣ検定４級取得、取得済みの人は上級を目指す。

実施内容 ４）前工程へのフィードバックによる不良品の低減。
５）設備等のトラブル、段取り不足及びムダな作業により稼働率が低下することを防止する。
６）ムダ取り実施で生産性の向上を図る。

１）不良が発生発見した場合は、都度実施。
２）各現場の前月度の不良品の発生状況、原因、対策及び次月度の対応を話し合い、不良率低減に努力した。
３）今期はQC検定で４級取得者が2名、上級チャレンジ者が0名、合計1名が受験し合格した。
４）後工程で発見した不具合情報を前工程にフィードバックした。また、作業方法の見直し、日常点検の徹底、

活動結果 　　多能工化によるヒューマンエラー防止のため作業教育等、周知徹底を図った。
５）５Ｓ活動・報 連 相 の徹底。
６）改善提案の提出。毎月

・前年度と比較し今期2021年度は不良改善率向上があったものの
評　　価 　安定した良品率で推移することができず目標を達成するには及ばなかった。

よって、次年度も引き続き同一目標で実施し、改善を図りたい。
・ムダ取り、5S活動及び報・連・相を意識付けすることで今やるべきことが理解でき、稼働率が自然と上がってきた。
しかし、今期は部材の供給遅れなど業界全体の問題もあり生産性に影響があった。

2022/11/18

目標不良率 1.20% 今期実績 1.37% 未達
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承　認 作　成

⑯　次年度の目標及び計画

ＣＯ２の削減　(1) ・未使用設備の電源OFF
電気使用量の削減 ・空調温度管理の徹底、

　定期的なフィルター清掃(1回/3か月) 矢嶋
前年度比1%削減 ・休憩時間帯及び未使用空間の消灯
基準値　453,517kg-CO₂/年 ・デマンドコントローラーとの
年度目標   448,982Kg-CO₂ 　連携設定の継続
月度目標　　37,415Kg-CO₂
ＣＯ２の削減　(2) ・配送ルートの効率化
燃料使用量の削減 ・配送回数の見直し

・アイドリングストップ 西沢
前年度比1%削減 ・車両メンテナンスの実施

基準値　13,432kg-CO₂ ・早めのオイル交換実施
年度目標　　　13,298kg-CO₂
月度目標　　　　　1108Kg-CO₂
廃棄物の削減 Reduce：減らす
３Ｒの推進 Reuse：繰り返し使う

Recycle：再資源化する 鈴木
前年度比1%削減 ・廃棄物の分別 荻久保
基準値　排出量 1,788Kg/年 ・適正処理
年度目標　  1,770Kg ・5S委員会による活動
月度目標　　　147.5Kg ・全体5S、週末5S

水使用量の削減 ・蛇口の閉め忘れ防止
・トイレの不要な水流しの禁止 松澤

前年度比1%削減 ・水道配管漏水のチェック
基準値　使用量　：　640㎥/年 ・節水意識向上
年度目標   　　634㎥
月度目標　　　　　52.8㎥

製造ロス(ムダ)の削減 ・良品率の向上、不良率低減のための 丸山
製品の環境改善 　月次報告及び反省会 鶴川

・ＱＣ検定の勉強会実施と受験
・朝礼による周知徹底
　及びOJTによる教育訓練

化学物質使用量の削減 ・PRTR対象物質に 西沢
　ついては要届出 荻久保

・適正管理 ・月次管理
（使用量・在庫量の把握）

グリーン購入の推進 ・事務備品から対応
グリーン購入品　 5　件 ・グリーン商品の購入推進 松澤

顧客サービス
市場クレーム  0  件 ・不良率の低減 鶴川

2022/11/18

環境経営目標 具体的施策
実施責任
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承　認 作　成

⑰　経営者（代表者）による全体の評価と見直し・指示

　活動方法、方針内容見直し　
ＣＯ２排出量数値の見直し2021年参考
化学物質削減活動

ＣＯ２削減活動改善チーム作成　（空調温度設定管理の徹底）
各職場　化学物質排出量の管理

〇　環境経営目標及び計画について
働きやすい職場環境推進　化学物質　熱中症対策
メンタルヘルス
廃棄物、化学物質の削減活動

働きやすい環境作り　　　5Ｓ運動実施　ムダ取り継続的実施
従業員に意識向上を図る、廃棄物のリサイクル活動

〇実施体制について
今期の結果を踏まえ計画値見直し目標の変更を行う
製造段階のロスの削減
化学物質使用量の削減

適正管理　（使用量・在庫量の把握）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2022/11/18

〇　環境経営方針について コメント欄

評価と見直し

指示

株式会社　草深製作所
代表取締役

丸山　一

評価と見直し

指示

評価と見直し

指示

月次報告及び反省会

良品率の向上、不良率低減の為、ムダ取り運動継続実行
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